
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 1 回運営委員会次第

1 日時 平成 30 年 7 月 19 日(木) 第 3 回総会終了後～14 時 30 分 

2 場所 セコム SC センター 

3 出席者 林（会⾧）、甘利、伊藤（清水副会⾧の代理）（副会⾧）、伊達（佐波委員の代理）、 

柳生、⾧瀬、高橋（星川委員の代理）、安部（永井委員の代理）、中島、緒方、岡部 

（池田委員の代理）、遠藤 

陪席者 平岡（セコム）、山本（電力中央研究所）、本下（産業技術総合研究所）、中島、前山 

（防災科学技術研究所）、石濱（筑波大学） 

その他 古谷、松原（筑波大学） （敬称略） 

４ 議事 

第 1 回運営委員会出席者名簿について（資料 1） 

【審議】 

(1) コンソーシアム主催シンポジウムの開催について（資料 2）

(2) コンソーシアム共同研究プロジェクトについて（資料 3(6)、資料 4）

(3) 次回以降の運営委員会について（資料 5）

(4) その他

【報告】 

(1) 第 2 回幹事会（H30.6.29）について（資料 3）

(2) 客員教員の選考スケジュールについて（資料 6）

(3) その他

14 時 40 分～17 時 00 分 セコム SC センター見学会 

（配付資料） 
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出欠 機関 委員 委員代理 陪席者

出席 セコム

IS研究所 リスクマネジメント

グループ

グループリーダー

甘利 康文

ＩＳ研究所 企画グループ

主務研究員

平岡 良彦

出席 大日本印刷

研究開発センター

課⾧

佐波 晶

研究開発センター

伊達 賢志

出席 日本電気

セキュリティ研究所

主任研究員

柳生 智彦

出席 DRIジャパン
理事⾧

⾧瀬 貫窿

出席 電力中央研究所

企画グループ 研究管理担当

スタッフ 上席

星川 英

企画グループ 研究管理担当

スタッフ 事務員

高橋 宗吾

エネルギーイノベーション創発

センター テクノロジープロモー

ションユニット 研究企画・管理

グループ

スタッフ 上席研究員

山本 博巳

出席 日本自動車研究所

代表理事

研究所⾧

永井 正夫

安全研究部

主任研究員

安部 原也

出席

海上・港湾・航空技

術研究所

電子航法研究所

航空交通管理領域

領域⾧

中島 徳顕

出席 産業技術総合研究所

安全科学研究部門

研究部門⾧

緒方 雄二

エネルギー・環境領域 研究戦

略部 研究企画室

企画主幹

本下 晶晴
企画部

次⾧

中島 壮一
企画部社会連携課

係員

前山 明輝

出席

労働者健康安全機構

労働安全衛生総合研

究所

災害調査分析センター

センター⾧

池田 博康

機械システム安全研究グループ
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リスク工学専攻⾧）

遠藤 靖典

システム情報エリア支援室

支援室⾧

石濱 悟
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松原 悠
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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第1回運営委員会出席者名簿

出席 防災科学技術研究所
理事⾧

林 春男
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シンポジウム開催案

日時・場所 

幹事会 ：平成 30 年 12 月 14 日(金)13:00-14:00（嘉ノ雅 茗渓館 3 階「あけぼの」） 

シンポジウム：同日 14:00-16:45（同 2 階「茗渓」）

情報交換会 ：同日 17:30-19:00（同 1 階カフェスペース）

目的 

コンソーシアムが目指す活動や機関の研究活動を内外に紹介する。

テーマ

 自然災害、事故・事件、サイバーの三つのリスクを統合的に考えることによって、レ

ジリエンス社会の実現を目指す。 

 レジリエンスという言葉はまだ社会に浸透していないため、敷衍する言葉を用いる

ことに留意する。

 周辺領域の学界および産業界に対して、コンソーシアムの活動をアピールする。

タイトル

安全・安心を創る～レジリエンス研究教育推進コンソーシアムが目指すもの～

タイムスケジュール

開始時刻 時間 タイトル 担当者 

14:00 シンポジウム開会 第 1 部：講演の部 開始

14:00 0:05 挨拶 林会⾧ 

14:05 0:25 講演「 」（自然災害） 林会⾧ 

14:30 0:25 講演「 」（事故・事件） 甘利副会⾧ 

14:55 0:25 講演「 」（サイバーセキュリテ

ィ） 

（筑波大学） 

15:20 0:30 コーヒーブレイク

（共同ブースを一つ用意し、希望に応じてポスター

展示、パンフレット配布等を可能とする） 

15:50 再開 第 2 部：パネルディスカッションの部 開始 

15:50 0:10 コンソーシアムの役割・社会への貢献 （筑波大学） 

16:00 0:45 参画機関によるパネルディスカッション 

（防災科学技術研究所、セコム、筑波大学以外の参画

機関を中心に） 

モデレーター： 

清水副会⾧

16:45 シンポジウム閉会

16:45 0:45 バッファ 

17:30 1:30 情報交換会 開会 

19:00 情報交換会 閉会 
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広報 

 学会に働きかけ、学会誌に掲載させていただいたり、メーリングリストに流していただ

いたりする。 

→林会⾧、甘利副会⾧、筑波大学リスク工学専攻教員が所属の学会を検討。

 各参画機関を通じて、産業関係のメディアに流す。

→お付き合いのあるメディアにご紹介いただく。

開催までのスケジュール 

7 月下旬 日時・場所、シンポジウムタイトル、タイムスケジュール、講演者、講演タ

イトル決定

8 月上旬 ・ポスター発注

・外部向けサイト公開

8 月下旬 外部向けサイトにポスター掲載、申込開始 

12 月 7 日 申込締切 

12 月 14 日 シンポジウム開催

4



レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 2 回幹事会議事メモ

1 日時：平成 30 年 6 月 29 日(金)10 時 00 分～11 時 40 分 

2 場所：防災科学技術研究所 東京会議室 

（東京都港区西新橋 2 丁目 3 番 1 号 マークライト虎ノ門ビル 6 階 602 号室 銀座線「虎

ノ門」駅徒歩 5 分）

3 出席者：林（会⾧）、甘利（副会⾧）、遠藤 

陪席者：阿部、中島、前山（防災科学技術研究所）、平岡（セコム）、石濱、松原（筑波 

大学） （敬称略） 

4 議事 

(1) 韓国 NDMI・台湾 NCDR への説明及び台湾 NCDR の入会申込について

遠藤委員より、資料 1 及び資料 2 に基づき、次の報告があった。

 6 月 19 日に開催された防災科学技術研究所の国際ワークショップにおいて、次の機

関にコンソーシアムに関する説明を行った。 

 National Disaster Management Research Institute (NDMI、韓国)

 National Science and Technology Center for Disaster Reduction (NCDR、台湾)

 NCDR から入会申込書（資料 2）を受理した。

なお、NCDR の入会については、第 3 回総会に諮り、承認後に NCDR に連絡すること

となった。 

(2) 規約改正について

遠藤委員より、資料 3, 4 に基づき、

 ①総会の名称を運営委員会とする

 ②運営委員会で代理出席を可能とする

 ③別表第 1 において一部機関名称に法人種別の記載が無かったものを修正する

旨の提案があり、②③については承認されたが、①について意見交換の結果、林会⾧、

甘利副会⾧より、次のように改正してはどうかとの提案があり、事務局で規約の改正案を

作成し、後日幹事会メンバーにメールで承認を取った後、第 3 回総会に諮ることとなった。 

 総会と運営委員会をそれぞれ設け、総会は最高意思決定機関とし、構成員は参画機関

とし、参加者は参画機関関係者、協働大学院教員・非常勤講師とする。総会では、年

に一度、活動報告、年度計画報告等を行う。 
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(3) 客員教員の配置について

遠藤委員より、リスク・レジリエンス工学学位プログラムの開設に向けて、筑波大学に

おいて客員教授または客員准教授を 11 枠配置することが承認されたこと、及び学位プロ

グラム開設後は客員の称号が協働大学院に移行されることの報告があった。 

(4) 客員教員の推薦に関する総会から幹事会への付託事項について

遠藤委員より、第 1 回総会にて承認された総会から幹事会への付託事項（資料 5）につ

いて、客員教員の推薦も含まれていることの確認があり、意見交換の結果、含まれている

旨確認された。 

(5) シンポジウムについて

遠藤委員より、資料 6 に基づき、シンポジウムの概要案について説明があった。意見交

換の結果、次のとおり了承された。また、本件については、第 3 回総会（運営委員会）に

諮ることとなった。 

日時・場所 

幹事会 ：平成 30 年 12 月 14 日(金)13:00-14:00（嘉ノ雅 茗渓館 3 階「あけぼの」） 

シンポジウム：同日 14:00-17:30（同 2 階「茗渓」）

情報交換会 ：同日 18:00-19:30（同 1 階カフェスペース）

目的 

コンソーシアムが目指す活動や機関の研究活動を内外に紹介する。

テーマ

 自然災害、事故・事件、サイバーの三つのリスクを統合的に考える社会にしないと、

レジリエントにはならない。

 レジリエンスという言葉はまだ社会に浸透していないため、敷衍する言葉があった

方がよい。

 コンソーシアムをアピールするため、タイトル又はサブタイトルにコンソーシアム

名を入れるべき。

 タイトルを、「安全・安心を創る～レジリエンス研究教育推進コンソーシアムが目指

すもの～」、「リスクに最適に対応できる社会」などとするのはどうか。

タイムスケジュール

進行：遠藤

1. 挨拶（林会⾧）（5 分）
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2. 講演（自然災害）（林会⾧）（25 分）

3. 講演（組織内不正・事故抑制）（甘利副会⾧）（25 分）

4. 講演（サイバーセキュリティ）（筑波大学）（25 分）

【コーヒーブレイク】（15 分）

5. パネルディスカッション

5.1 コンソーシアムの役割・社会への貢献（筑波大学）（10 分）

5.2 参画機関によるパネルディスカッション（45 分）（モデレーター：清水副会⾧）

広報 

 学会に働きかけて、広告を入れる。 

 各参画機関を通じて、産業関係のメディアに流す。 

 8 月中旬にはポスターを作成したい。 

(6) 研究プロジェクトについて

遠藤委員より、コンソーシアムを母体としたレジリエンスの研究について、競争的資金に

応募してはどうかとの提案があった。また、林会⾧より、科学研究費の新学術領域研究へ応

募し、防災科学技術研究所が代表となっても良いとの提案があり、意見交換の結果、本件に

ついては、第 3 回総会（運営委員会）に諮ることとなった。 

(7) その他

 甘利副会⾧より事務局へ、コンソーシアムウェブサイトについて、シンポジウムの広報

に間に合うように、参画機関ロゴの使用について照会を進めるよう依頼があった。 

 林会⾧より、コンソーシアムの内部向けサイトについて、次のような提案があり、検討

することとなった。 

 上部に「新着情報」「運営委員会」「幹事会」等のタブを設け、「新着情報」タブを参

照し、その他のタブはアーカイブとして利用できるようにする。

以上 
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研究分野：工学取得目的：研究・調査助成，研究・調査委託募集状況：募集前，募集中

87件中1 ~ 50件までを表示しています。

コラポリー提供
高エネルギー加速器科学研究奨励会

四四 研究助成[?
2019 

03/31 
(http://www.heas.jp/support/josei.html) 

醇集種別： ー

下記の研究に対して助成する。 1)加速器の原理・・・

総務省

ICTイノベー ション創出チャレ
ンジプログラム{I-

応締切 Challenge!) C?
2019 

03/29 
(http·//www.soumu go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictR-

D/1challenge/kanren html) 

尊集種別： ー

本字業は、JCT分野において、 民間の挙業化ノウ

募集事業の区分府省整理番号2468

コラポIJ 掟1lt
山形県

応締切
有機エレクトロニクス研究成果

2019 事業化推進事業召

02/28 (http·//www.ypoint.jp/180516.htm) 

壽集種別： ー

【対象事業】 山形大学との共同により、 有機エレ

コラポリー提供
女性科学者に明るい未来をの会

応哀締切

2018 猿橋賞[? (http //www.saruhash1.net) 

11/30 
馨集種別： ー

【募集対象分野】 自然科学

日本学術振興会

碑締切 国際共同研究事業⑰
2018 

(http 1/WWW.JSPS go JP/J-bottom/OZ_g_sinse, html) 

11/28 馨集種別：スイスとの国際共同研究プログラム

学内·11/19 17:00 
若手研究者等に国際共同研究の機会を提供するこ

支援室：締f切あり 募集事業の区分府省整理番号2529

I*学採択実績あり I

公暮予告
科学技術振興機構

【公募予告】平成31年度地球
規模課題対応国際科学技術協力

応締
プログラム(SATREPS) [? c 
http //www.jst.go.jp/global/koubo html) 

雰隻種別：
【募集期間】 平成30年9月中旬～平成30年11月

雰集事業の区分府省整理番号2726

I コラポリー釦共
9』じ苔繹け1

最大（不明）

研究期間：（不明）

最大 7000 万円

研究期間：補助金の交付が決

定し、 技術開発を開始してか

ら原則として12か月以内とす

る。

最大 150 万円

研究期間• 平成31年2月28日

まで

最大 30 万円

研究期間．（不明）

最大 3000 万円

研究期間： 3年（開始日は

2019.6.1 ~2020.3.31までの

間で、 各研究代表者による協

議の上決定する）

最大（不明）
研究期間·3~ 5 年間

»詳細

»詳細

»詳細

»詳細

»詳細

»詳細

»詳細

※締切まで1か月以上

あるものを抽出 

研究資金情報一覧 
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平成 30 年度レジリエンス研究教育推進コンソーシアム年間活動計画 

年月 総会・運営委員会 幹事会 

平成30年 
4 月 

第 1回幹事会 
4 月 10 日(火) 9時 30 分～ 
筑波大学 筑波キャンパス（つくば市） 
総合研究棟 B 棟 1202 

5 月 第 2回総会 
5 月 25 日(金) 13 時 30 分～16 時 30 分  
防災科学技術研究所 つくば本所（つくば市） 

6 月 第 2回幹事会 
6 月 29 日(金) 10 時 00 分～ 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

7 月 第 3回総会・第 1回運営委員会 
7 月 19 日(木) 13 時 30 分～ 
セコム SCセンター（三鷹市）

8 月 第 3回幹事会 
8 月 30 日(木) 10 時 00 分 
筑波大学 筑波キャンパス（つくば市） 
総合研究棟 B 棟 1202 

9 月 第 2回運営委員会 
日時・場所未定 

10月 第 4回幹事会 
10 月 22日(月) 10 時 00分～ 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

11月 第 3回運営委員会 
日時・場所未定 

12月 第 5回幹事会 
12 月 14日(金) 13 時 00分～14 時 00分 
嘉ノ雅 茗渓館 3 階「あけぼの」 

シンポジウム 
月  日(  )  時  分～  時  分 

平成31年 
1 月 

第 4回運営委員会 
日時・場所未定 

2 月 第 6回幹事会 
2 月 12 日(火) 10 時 00 分～ 
防災科学技術研究所 東京会議室（虎ノ門） 

3 月 第 5回運営委員会 
日時・場所未定 
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リスク・レジリエンス工学学位プログラム開設に伴う

客員教員選考スケジュールについて 

■筑波大学内の流れ

順 序 時期の目安 

①客員教員配置計画（副学長協議） 実施済 

②客員教員配置の決定 承認済 （平成３０年７月２日） 

③教員選考に係る人事専門委員会の設置 承認済 （平成３０年７月１８日） 

④第１回人事専門委員会の開催 平成３０年７月１８日以降～８月末を

予定 

⑤人事専門委員会からコンソーシアム幹事会へ

客員教員候補者の推薦依頼

第１回人事専門委員会開催後順次 

（平成３０年９月１日を予定） 

⑥第２回人事専門委員会にて客員教員候補者選

考審査

コンソーシアム幹事会から推薦者の回

答後、順次実施

（平成３０年１１月中を予定）

⑦部局人事委員会にて選考審査の審議 平成３０年１２月中を予定 

⑧大学教員の任用に関する部会にて審査 平成３１年 １月上旬を予定 

⑨任用の決定 平成３１年 １月下旬を予定 

⑩所属機関宛へ客員の委嘱依頼 平成３１年 ２月中を予定 

⑪客員教員の発令着任 平成３１年 ４月 １日 

■レジリエンスコンソーシアム幹事会内の流れ

順 序 時期の目安 

1.客員教員候補者の推薦依頼の受理 （筑波大学内の流れ⑤を参照） 

2.コンソーシアム参画機関へ客員教員候補者の

推薦依頼

平成３０年９～１０月 

3.客員教員候補者の回答期限 平成３０年１０月１６日（火） 

4.コンソーシアム幹事会にて客員教員候補者選

考の実施

平成３０年１０月２２日（月） 

5.筑波大学側へ候補者推薦の回答 平成３０年１０月末までに 

※協働大学院方式による教員選考のプロセスも上記と同様になります。

（時期については平成 31年度内の同時期を想定しております。）

なお、平成 31 年度中に既に客員教員の発令を受けている場合には継続の任用手続き

行うことで平成 32 年 4 月 1 日付で協働大学院教員へ発令に切替となりますので、改

めて教員選考審査を行う必要はありません。

（教員選考審査は新規教員の採用人事の場合のみ実施します。）
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